
 

 

 

 

 

 

2 月 1 日（木）県内各地から学校関係者の皆様においでいた

だくとともに、ご来賓・保護者・地域の皆様にも授業を見てい

ただき、誠にありがとうございました。研究主題を「豊かに表

現できる子どもの育成～『論理的な読み』の指導を通して～」

として、今年度は、国語科を中心に、児童同士が活発な意見交

流を通して、学び合う授業をめざし、特に「思考の方法」を生かした授業づくりに取り組んでまい

りました。今回の授業公開での反省や分科会でいただいた皆様からのご意見をもとに、教職員一同、

心を新たにして神石小学校の児童の学びをより確かなものしていきたいと思います。来年度、本校

で広島県国語教育研究大会が行われます。学んだことを今後の授業に生かしていきたいと思います。 

（学校関係者 感想より） 

○子供たちが落ち着いて自分たちで学習を進めており、素敵な姿を見さ
せていただきました。 
○ねらいが明確で、児童が学習の主体者として 安心して学びに向かう
姿がありました。 
○根拠をもとに発表する児童が多く見られ、日々の授業づくりに感心し
ました。 
○児童と先生の関係性がとてもよく、日ごろから一人ひとりを大切に指
導されていることが伝わってきました。 
○表現することに対して意欲的だったと思います 
○根拠文は～～と、自分の考えと根拠をしっかりと述べられる児童が多
く、書く力もついていると感じました。 
○学習意欲が高く、やるべきことに向かって主体的に取り組めていたこ
とが素晴らしいと思いました。言葉にこだわり、児童に「なぜ？」と問 

 われていたのが印象に残りました。 
○児童一人一人が自分の考えをもつことができていることに驚きまし 
た。またそれだけでなく根拠となる文や理由までつけて発表している 
様子が多く見られ、日々の授業での取り組みがあってこその姿だと 
感じました。 

 

 
 

 

令和５年度環境と健康のポスター・標語コンクール事業へ 

の取り組みに対して一般財団法人広島県環境保健協会、 

神石高原町公衆衛生推進協議会より、 

学校奨励賞を昨年度に続きいただきました。 
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２月・３月の主な行事予定 
２月１５日（木）新入生保護者説明会 
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５日（火）６年生を送る会③④ 神石高原ランチ 
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体育委員会主催のなわとび大会を実施しました。業間体育の「な

わとびタイム」や体育の時間等に練習を積み重ね、自己記録更新を

目指してがんばりました。１人２種目ずつ挑戦し、多くの児童が自

己新記録を出すことができました。これまで、努力してきた成果が

あらわれたことを実感してい

ました。また、縦割り班ごとで

競う大縄跳びも行いました。班

ごとに声がけをして、息を合わ

せて跳ぶ姿に感動しました。練

習の時から、上学年の児童が下学年の児童にアドバイスをするな

どのよい関わりも見られました。まさに、本校の目指す「たくま

しい子」に育った姿が見られました。 

 

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
子
に
！ 

右
の
題
の
言
葉
は
、
毎
年
こ
の
時
期
に
行
う
「
入
学
説
明
会
」
の
時
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

く
資
料
の
中
に
あ
り
ま
す
。
「
や
っ
て
見
せ
て
、
次
は
自
分
で
」
「
見
守
り
な
が
ら
待
つ
。
そ
し

て
、
で
き
た
ら
ほ
め
る
。」･

･
･
･
･
･

な
ど
と
続
い
て
い
ま
す
。 

二
月
一
日
に
、
本
校
の
教
育
研
究
会
・
参
観
日
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
来
賓
の
方
・
参

加
さ
れ
た
県
内
の
先
生
方
・
参
観
を
さ
れ
た
保
護
者
の
皆
様
、
一
同
に
お
褒
め
い
た
だ
い
た
の

が
、
ま
さ
に
「
自
分
た
ち
の
授
業
を
自
分
た
ち
で
進
め
る
子
ど
も
達
」
の
姿
で
し
た
。
三
・
四

年
生
の
複
式
学
級
で
は
、
自
分
た
ち
で
課
題
解
決
に
向
か
っ
て
考
え
、
わ
か
ら
な
い
所
を
出
し

合
い
、
皆
の
考
え
を
集
約
し
て
い
く
学
び
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

教
材
文
を
通
し
て
、
文
学
作
品
の
主
題
に
迫
る
深
い
学
び
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

両
学
年
と
も
、
一
長
一
短
に
そ
の
よ
う
な
学
習
が
で
き
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
・
二
年

生
の
時
に
、
疑
問
・
課
題
を
見
つ
け
解
決
し
て
い
く
学
習
活
動
に
自
分
で
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
じ
っ
く
り
と
指
導
し
て
き
た
こ
と
が
、
中
学
年
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
思
い
ま

す
。 

ま
た
、
高
学
年
で
は
、
中
学
年
で
の
「
自
分
た
ち
で
進
め
る
学
び
」
を
生
か
し
つ
つ
、
内
容

面
を
さ
ら
に
充
実
し
、
教
材
文
か
ら
課
題
に
沿
っ
た
「
自
分
の
考
え(

主
張)

」
を
文
章
の
中
か
ら

「
根
拠
」
を
見
つ
け
、
そ
れ
を
拠
り
所
と
し
た
確
固
た
る
「
理
由
」
で
、
自
分
の
考
え
（
主
張
）

を
補
完
す
る
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
高
学
年
の
学
び
が
で
き
た
の
も
、
ま
ず
は
、

「
根
拠
」
「
理
由
」
「
主
張
」
と
い
っ
た
こ
と
を
関
連
付
け
て
論
を
展
開
す
る
手
法
（
三
角
ロ
ジ

ッ
ク
）
の
使
い
方
を
少
し
ず
つ
子
ど
も
達
に
指
導
し
、
使
え
る(

表
現
で
き
る)

よ
う
に
し
て
き
た

か
ら
で
す
。 

国
語
科
の
学
習
の
中
で
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
こ
と
が
完
璧
に
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
小
学
校
で
の
目
標
の
一
つ
で
あ
る
「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
」
を
学
習
を
通

し
て
で
も
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

家
庭･

地
域
で
も
、
「
生
活
の
中
で
」
「
自
分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
で
で
き
る
」
よ
う
、
手
を

か
け
す
ぎ
ず
、
見
守
り
な
が
ら
子
ど
も
達
の
成
長
を
促
し
て
い
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た

く
思
い
ま
す
。 
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